
 技術的評価報告書 様式3 

規模 地上： 48 階

地下： 5 階

塔屋： 1 階

上部構造の別

免震構造の別

免震層水平ｸﾘｱﾗﾝｽ (cm) 免震層鉛直ｸﾘｱﾗﾝｽ (cm)
地下の有無 あり 基礎形式 併用基礎

地震地域係数 1.0 ：設計で考慮した値を入力する

耐風設計（参考）

設計用風圧力 基準風速V0=34m/s (地表面粗度区分III)
設計用せん断力 ※時刻歴応答解析により検証を行っているため、設定は行っていない。

余裕度レベル検証用地震動に対する検討 検討している

極めて稀に発生する地震動として定義した告示波に対する割増係数 1.5

極稀地震動 上部構造 免震層 下部構造 地下階 基礎

層間変形角 1/150以下 - - -
塑性化の別 塑性化を許容する 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下

層塑性率 - - - -
部材塑性率 2.0以下 - - -
最大相対変位量 -
引張応力 -
支持力 短期許容応力度以下

余裕度検討ﾚﾍﾞﾙ 上部構造 免震層 下部構造 地下階 基礎

層間変形角 1/100以下 - - -
塑性化の別 塑性化を許容する 終局耐力以下 終局耐力以下 終局耐力以下

層塑性率 - - - -
部材塑性率 3.0以下

最大相対変位量 -
引張応力 -
支持力 終局支持力以下

X方向 Y方向 方向 方向 方向

最上階 0.180 0.180
最下階 0.060 0.055
分布系

地下の水平震度

地震波 最大加速度(cm/s2) 最大速度(cm/s) 地震波 最大加速度(cm/s2) 最大速度(cm/s)
告示模擬地震動
（八戸EW位相）

380.1 48.2
告示模擬地震動
（八戸EW位相）

590.0 72.3

告示模擬地震動

（JMA神戸NS位相）
380.1 58.5

告示模擬地震動

（JMA神戸NS位相）
590.0 87.8

告示模擬地震動

（JMA神戸NS位相）
380.0 59.6

告示模擬地震動

（JMA神戸NS位相）
588.0 89.4

El Centro 1940NS 510.8 50.0
想定模擬元禄型関東
地震（EW成分）

252.7 46.0

Taft 1952 EW 496.6 50.0
想定模擬元禄型関東
地震（EW成分）

279.2 45.1

Hachinohe 1968 NS 349.0 50.0
想定模擬都心南部直
下地震(EW成分）

533.8 44.3

想定模擬長周期地震
動（KA1）

45.5 25.1
想定模擬都心南部直
下地震(NS成分）

382.8 28.4

想定模擬大正型関東
地震（EW成分）

269.3 41.9

想定模擬大正型関東
地震（NS成分）

254.6 50.2

耐震設計

耐風
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計

■建物概要

建
築
概
要

基本的にラーメン構造を主体とするが、中間階に設けたベルトトラス階では地震力のほぼすべてをトラス部材が負担する。

稀に発生する地震動による最大応答せん断力を包絡する分布系

K=0.080～0.150

極めて稀に発生する地震動 余裕度レベル検討用地震動

構

造

検

討

概

要 採用地震波の諸元

耐震性能目標：性能目標を定義していない項目についてはブランクとする

地震力負担率：対象建築物の地震力負担率の考え方について、特記すべき事項がある場合には記入。

設計用せん断力係数・地下部分の水平震度

■構造検討の概要

その他構造（制振構造、耐震構造を含む免震構造以外の構造）

鉄骨造



置換振動系

質点数・振動系

T1
T2

復元力特性

減衰マトリクス

地震動のレベル

方向 X方向 Y方向 X方向 Y方向

R max 1/179 1/157 1/112 1/104
階 22 22 22 22

地震動 告示-H 告示-H 告示-H 告示-H
C i 0.094 0.087 0.140 0.129

地震動 告示-H 告示-H 告示-R 告示-H
μ _story

階 - - - -
地震動 - - - -
μ _element 1.12 0.96 2.07 1.76

階 20 1 48 21
地震動 告示-H 告示-H 告示-H 告示-K
Acc _floor 350 260 420 340

階 R R R R
地震動 告示-R 告示-R 告示-K 告示-K

最大圧縮面圧σ c

地震動

応答圧縮面圧の範囲

最小引張面圧σ c

地震動

hDisp_ iso
地震動

免震部材の水平変形 応答せん断歪の範囲

鉛直変形(cm) vDisp_ iso
R max

階

地震動

C i

地震動

μ _story

階

地震動

μ _element

階

地震動

Acc _floor
階

地震動

地震動のレベル

方向 X方向 Y方向 X方向 Y方向

地下 部材 耐力 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 終局耐力以下 終局耐力以下

地盤 地盤支持力 短期許容支持力以下 短期許容支持力以下 極限支持力以下 極限支持力以下

地下部材 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 終局耐力以下 終局耐力以下

基礎部材 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 終局耐力以下 終局耐力以下

地盤支持力 短期許容支持力以下 短期許容支持力以下 極限支持力以下 極限支持力以下

杭支持力 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 終局耐力以下 終局耐力以下

地下部材 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 終局耐力以下 終局耐力以下

基礎部材 短期許容応力度以下 短期許容応力度以下 終局耐力以下 終局耐力以下

地盤支持力 短期許容支持力以下 短期許容支持力以下 極限支持力以下 極限支持力以下

偏心の影響

上下動の影響

構造性能に関わる判定

上下方向地震動による時刻歴応答解析を行い、水平方向地震動との同時性を考慮した各部材の応力を評価して
いる。
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極めて稀に発生する地震動 余裕度レベル検討用地震動

床位置の
最大加速度

(cm/s2)
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最下階
最大層せん断力係数

層塑性率

部材塑性率

床位置の
最大加速度

(cm/s2)

 

 

免震層の
最大水平変形(cm)

免震層の面圧
面圧(N/mm2)

最大層間変形角

最大層間変形角

PLATINUM

基礎をピン支持とし、地上･地下部一体をモデル化した三次元立体弾塑性骨組ﾓﾃﾞﾙ

立体骨組：柱　Linear，　梁　Normal-Bi-Linear

瞬間剛性比例型：1次固有周期に対してh=2％（地上鉄骨部），h=3％（地下SRC,RC部）

■地下・基礎の構造設計の概要

杭
基
礎

直接
基礎

極めて稀に発生する地震動 余裕度レベル検討用地震動

4.75 5.68
1.98 2.26

短辺方向(X) 長辺方向(Y)

各階・各方向の偏心率の最大値は0.41(11階X方向）であり、立体骨組モデルを用いた地震応答解析によりその影
響を考慮している。

■地上の構造設計の概要

固有周期


